
Ｊ
Ｒ
総
連
は
６
月
５
～
６

日
、
ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト

東
21

京
で
第

回
定
期
大
会
を
開

32

催
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
労

か
ら
は
多
く
の
傍
聴
者
が
参

加
し
、
本
橋
代
議
員
が
議
長

団
を
務
め
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
総
連
武
井
委
員
長

は
、
挨
拶
で
「
熊
本
地
震
で
、

連
合
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
Ｊ

Ｒ
総
連
は
５
名
体
制
で
参
加

し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
防
災

・
減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
提

言
を
Ｊ
Ｒ
総
連
の
政
策
に
高

め
、
た
し
ろ
か
お
る
議
員
を

通
じ
て
省
庁
要
請
行
動
で
訴

え
た
。
経
産
省
に
よ
っ
て
『
災

害
非
難
誘
導
標
識
シ
ス
テ

ム
』
と
し
て
制
定
さ
れ
、
こ

の
図
記
号
を
国
際
標
準
化
機

構
に
提
案
し
、
各
国
で
採
用

さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

る
。
２
０
１
６
Ｊ
Ｒ
総
連
春

闘
は
、
統
一
要
求
・
統
一
闘

争
で
闘
い
、
成
果
を
上
げ
た
。

未
解
決
の
組
合
に
は
連
帯
し

て
闘
う
。
元
米
海
兵
隊
員
に

よ
る
女
性
の
遺
体
遺
棄
事
件

で
、
沖
縄
県
議
会
は
抗
議
決

議
を
可
決
し
た
。
日
米
地
位

協
定
の
改
定
・
破
棄
こ
そ
、

問
題
解
決
の
第
一
歩
で
あ

る
。『
安
全
保
障
関
連
法
』（
戦

争
法
）
が
３
月

日
施
行
さ

29

れ
、
日
本
は
『
戦
争
の
で
き

る
国
』
に
な
っ
た
。
憲
法
の

立
憲
主
義
を
踏
み
に
じ
り
、

議
会
制
民
主
主
義
を
否
定
す

る
国
会
運
営
は
、
日
本
の
民

主
主
義
の
危
機
で
あ
る
。
安

倍
政
権
は
、
『
残
業
代
ゼ
ロ

法
案
』
『
解
雇
の
金
銭
解
決

法
案
』
な
ど
、
弱
者
切
り
捨

て
の
悪
法
を
目
論
ん
で
い

る
。
こ
れ
ら
の
法
案
が
成
立

す
れ
ば
、
非
正
規
労
働
者
が

２
年
後
に
は
５
割
に
達
す
る

こ
と
は
必
至
。
連
合
と
共
に

阻
止
す
る
闘
い
を
強
化
す

る
。
稼
働
中
の
川
内
原
発
、

再
稼
働
を
予
定
し
て
い
る
伊

方
原
発
な
ど
、
原
発
推
進
を

す
る
政
権
を
許
さ
ず
、
脱
原

発
社
会
を
目
指
す
。
国
会
か

ら
立
法
権
を
奪
い
、
国
民
の

基
本
的
人
権
を
侵
害
す
る
よ

う
な
『
自
民
党
改
憲
草
案
』

を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
防
衛
省
は
、
民
間
船
員

を
予
備
自
衛
官
補
と
し
て
有

事
に
活
用
す
る
計
画
を
立
て

新
幹
線
地
本
は
５
月
29

日
、
下
山
事
件
を
め
ぐ
る
平

和
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
行
は
、
改
札
駅
員
が
下

山
総
裁
ら
し
き
人
物
か
ら
休

憩
場
所
を
聞
か
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
東
武
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
線
五
反
野
駅
集
合
し
、
末

広
旅
館
の
跡
地
見
学
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
五
反
野
コ
ミ

ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
下

山
事
件
（
熱
い
夏
の
日
）
Ｄ

Ｖ
Ｄ
鑑
賞
し
、
下
山
総
裁
慰

霊
碑
を
訪
れ
ま
し
た
。

で
埋
め
尽
く
し
、
反
対
の
声

を
あ
げ
た
。
圧
倒
的
多
数
の

憲
法
学
者
が
「
違
憲
」
見
解

を
示
し
た
。
憲
法
違
反
を
も

の
と
も
し
な
い
安
倍
政
権

は
、
独
裁
国
家
の
始
ま
り
と

い
え
る
事
態
だ
。
安
倍
政
権

の
暴
走
に
、
多
く
の
国
民
が

怒
り
を
持
っ
た
▼
７
月
に
参

議
院
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
怒
り
を
参
議
院
選

挙
に
ぶ
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
「
安
保
法
」
に
○
を

つ
け
た
議
員
は
、
何
と
し
て

も
当
選
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

▼
相
次
ぐ
自
民
党
議
員
の
不

祥
事
や
失
言
が
報
道
さ
れ

た
。
今
は
、
舛
添
東
京
都
知

事
の
問
題
が
連
日
報
道
さ
れ

て
い
る
。
「
こ
ん
な
政
治
家

が
い
る
か
ら
選
挙
は
行
か
な

い
」
と
い
う
人
も
い
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
自
民
・
公
明

は
組
織
基
盤
が
あ
り
、
票
は

確
実
に
確
保
で
き
る
た
め
、

選
挙
放
棄
や
白
票
を
投
票
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
自
民
・
公

明
に
有
利
と
な
る
▼
今
度
の

選
挙
は
、
平
和
国
家
か
軍
事

国
家
（
独
裁
国
家
）
か
の
岐

路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
船

員
を
予
備
自
衛
官
と
す
る
法

律
が
企
て
ら
れ
て
い
る
。
あ

と
一
歩
で
全
国
民
が
戦
争
に

動
員
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
来

て
い
る
の
だ
▼
「
あ
の
時
、

選
挙
に
行
っ
て
い
れ
ばH

ｧ

」

と
後
悔
し
て
も
遅
す
ぎ
る
の

だ
。
過
去
と
同
様
、
戦
争
は

政
治
家
だ
け
で
は
な
く
、
国

民
の
意
識
で
決
定
さ
れ
る
。
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安
倍
政
権
は
昨
年
９

月

日
、「
戦
争
法
案
」

19
を
強
行
採
決
し
た
。
国

会
前
は
多
く
の
人
た
ち

汽 笛
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て
い
る
。
全
日
本
海
員
組
合

は
反
対
を
申
し
入
れ
て
い

る
。
鉄
道
労
働
者
も
兵
站
輸

送
を
担
え
ば
戦
闘
に
巻
き
込

ま
れ
る
こ
と
は
歴
史
が
物
語

っ
て
い
る
。
参
議
院
選
は
日

本
が
『
平
和
国
家
を
継
続
す

る
』
の
か
『
戦
争
を
す
る
の

か
』
の
分
水
嶺
に
な
る
。
絶

対
負
け
ら
れ
な
い
。
東
日
本

大
震
災
直
後
、
た
し
ろ
か
お

る
議
員
に
よ
る
鉄
道
石
油
タ

ン
ク
車
の
大
量
輸
送
で
、
多

く
の
人
命
を
救
っ
た
実
績

は
、
当
時
の
国
交
大
臣
も
絶

賛
し
た
。
た
し
ろ
か
お
る
議

員
の
活
躍
は
膨
大
で
あ
る
。

『
た
し
ろ
か
お
る
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
の
取
り
組
み
に
、

全
組
合
員
の
奮
起
を
要
請
す

る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
労
か
ら
の
発
言

で
は
、
木
下
代
議
員
（
書
記

長
）
が
「
た
し
ろ
か
お
る
議

員
と
共
に
行
っ
た
昨
年

月
12

の
省
庁
要
請
行
動
で
、
特
殊

健
康
診
断
が
勤
務
時
間
と
し

て
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。
名

古
屋
駅
に
お
け
る
危
険
な
出

区
点
検
も
解
消
さ
れ
た
。
職

場
と
政
治
が
直
結
で
き
た
。

組
織
内
議
員
の
あ
り
が
た
さ

を
実
感
し
て
い
る
。
『
た
し

ろ
か
お
る
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
の
成
功
の
た
め
、
や
る

べ
き
こ
と
は
全
て
や
る
。
Ｊ

Ｒ
東
海
労
は
今
年
で
結
成
25

年
。
こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ｒ
総
連

の
仲
間
と
共
に
闘
っ
て
い

く
」
と
、
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。役

員
改
選
で
は
、
執
行
委

員
長
に
榎
本
一
夫
さ
ん
が
選

出
さ
れ
た
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
東
海

労
関
係
で
は
、
執
行
委
員
に

淵
上
利
和
さ
ん
が
選
出
さ

れ
、
高
山
会
計
監
査
員
が
退

任
し
ま
し
た
。

朝鮮戦争前の３大謀略

下山事件の踏査

新幹線地本が平和研修



５
月

日
、
沿
線
住
民
７

20

３
８
人
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
の
工
事
実
施
計
画
の
認

可
取
り
消
し
を
求
め
、
国
を

相
手
取
り
東
京
地
方
裁
判
所

に
提
訴
し
ま
し
た
。

こ
の
間
Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
説

明
会
に
お
い
て
沿
線
住
民
の

質
問
に
対
し
、
真
摯
に
回
答

し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
未

解
決
な
課
題
は
山
積
し
て
い

ま
す
。

同
日
、
沿
線
住
民
・
市
民

団
体
に
よ
る
「
ス
ト
ッ
プ
・

リ
ニ
ア
！
訴
訟
ス
タ
ー
ト
院

内
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ

Ｒ
東
海
労
か
ら
も
参
加
し
ま

し
た
。

５
月

日
、

日
の
Ｇ
７

26

27

サ
ミ
ッ
ト
、
そ
し
て
オ
バ
マ

大
統
領
の
広
島
へ
の
訪
問
と

い
う
、
安
倍
政
権
の
参
議
院

選
前
の
虚
偽
虚
飾
の
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
り
ま
し

た
。「

こ
れ
ら
の
政
治
的
イ
ベ

ン
ト
を
成
功
に
導
け
ば
、
間

違
い
な
く
政
権
へ
の
支
持
率

は
上
が
る
。
だ
と
す
れ
ば
、

参
議
院
選
に
重
ね
て
衆
議
院

選
も
同
時
に
選
挙
を
し
て
勝

利
し
、
一
気
に
政
権
の
目
標

達
成
で
あ
る
憲
法
改
正
発
議

も
実
現
で
き
る
。
よ
し
、
衆

参
の
ダ
ブ
ル
選
挙
で
行
こ

う
！
」
こ
の
よ
う
に
安
倍
首

相
が
考
え
た
と
し
て
も
、
こ

の
間
の
安
倍
晋
三
的
政
治
手

法
か
ら
は
不
思
議
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
為
政
者

の
立
場
に
あ
れ
ば
誰
で
も
が

考
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て

あ
り
ま
せ
ん
、
そ
の
よ
う
な

恣
意
的
な
権
力
の
濫
用
は
邪

道
で
す
。

２
０
１
２
年

月
の
総
選

12

挙
で
政
権
を
手
に
し
た
安
倍

首
相
は
、
２
０
１
４
年
４
月

に
控
え
た
８
％
へ
の
消
費
税

の
増
税
は
実
施
す
る
も
、
１

年
後
の
２
０
１
３
年

月
の

12

衆
議
院
解
散
に
お
い
て
は
２

０
１
５
年

月
か
ら
の

％

10

10

へ
の
引
き
上
げ
延
期
を
訴
え

解
散
総
選
挙
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
「
大
義
が
な
い
！
」

あ
る
い
は
「
６
０
０
億
円
か

ら
７
０
０
億
円
か
か
る
費
用

を
も
っ
と
有
効
に
使
え
！
」

と
批
判
さ
れ
て
も
、
「
先
延

ば
し
し
た
消
費
増
税
は
、
リ

ー
マ
ン
級
の
シ
ョ
ッ
ク
や
東

日
本
大
震
災
級
の
自
然
災
害

が
な
い
限
り
、
必
ず
必
ず
実

施
す
る
！
」
と
強
弁
し
、「
国

民

の

皆

さ

ん

の

信

を

問

う
！
」
と
、
争
点
を
す
り
替

え
て
解
散
総
選
挙
に
打
っ
て

出
た
の
で
す
。

今
般
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で

「
世
界
経
済
は
、
リ
ー
マ
ン

前
と
似
て
い
る
」
と
言
い
出

し
、
決
議
文
に
手
前
勝
手
な

経
済
認
識
の
文
言
の
挿
入
を

画
策
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
や

ド
イ
ツ
等
か
ら
異
論
が
出
て

賛
同
を
得
ら
れ
ず
企
み
は
頓

挫
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
安

倍
首
相
は
サ
ミ
ッ
ト
を
締
め

く
く
る
議
長
会
見
の
中
で
、

「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」

と
い
う
言
葉
を
７
回
も
使
っ

て
危
機
感
を
煽
り
、
国
内
向

け
の
目
く
ら
ま
し
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
失
敗
を
隠

す
た
め
、
消
費
税
増
税
の
２

度
目
の
先
送
り
を
正
当
化
し

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
明

々
白
々
で
す
。
国
の
借
金
を

１
０
０
０
兆
円
超
え
に
増
大

さ
せ
た
こ
と
か
ら
も
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
は
破
綻
し
て
い
ま

す
。
海
外
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も

見
透
か
さ
れ
「
Ｇ
７
を
利
用

し
消
費
税
の
増
税
延
期
を
正

当
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
」

と
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
の
国
際
的
信
用
を
失
墜
さ

せ
た
安
倍
政
権
は
退
陣
す
る

べ
き
で
す
。

今
の
日
本
に
必
要
な
の

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
新
自
由
主
義

的
手
法
で
は
な
く
、
日
本
社

会
に
適
合
す
る
持
続
可
能
な

社
会
シ
ス
テ
ム
の
処
方
箋
で

す
。
蔓
延
す
る
社
会
不
安
の

除
去
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

労
働
政
策
に
お
い
て
は
、
人

生
設
計
が
困
難
と
な
る
非
正

規
雇
用
の
根
絶
、
雇
用
の
安

定
、
医
療
・
介
護
・
保
育
等

の
充
実
と
、
従
事
す
る
人
々

の
労
働
環
境
の
改
善
、
パ
ナ

マ
文
書
問
題
の
徹
底
究
明
も

必
須
で
す
。
社
会
の
崩
壊
を

防
ぎ
安
定
し
た
社
会
の
成
長

に
結
び
つ
け
る
根
源
的
な

「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改

革
」
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で

す
。
そ
の
よ
う
な
観
点
で
、

消
費
税
の
増
税
は
す
べ
き
で

は
な
い
の
で
す
。
消
費
税
の

問
題
に
矮
小
化
せ
ず
公
平
な

税
体
系
を
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

「
衆
議
院
解
散
は
総
理
の

専
権
事
項
」
と
巷
間
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な

為
政
者
に
よ
る
恣
意
的
な
解

散
権
の
行
使
が
社
会
不
安
を

招
く
こ
と
は
歴
史
が
証
明
し

て
い
ま
す
。
解
散
と
な
っ
た

場
合
で
も
安
倍
政
権
の
争
点

隠
し
に
引
き
ず
ら
れ
る
こ
と

な
く
「
憲
法
改
悪
阻
止
、
安

保
法
制
廃
止
、
脱
原
発
の
実

現
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
、
社
会
的

な
不
平
等
・
格
差
の
解
消
」

を
主
張
し
、
戦
争
を
し
な
い

国
日
本
を
取
り
戻
す
た
め
、

そ
の
最
先
頭
で
闘
う
決
意
を

新
た
に
７
月
決
戦
に
向
け
て

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
！

（２）第３７４号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１６年（平成２８年）６月８日

憲
法
記
念
日
の
５
月
３

日
、
東
京
有
明
防
災
公
園
で
、

５
・
３
憲
法
集
会
実
行
委
員

会
が
主
催
す
る
「
５
・
３
憲

法
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
安
倍
政
権
の

も
と
で
平
和
憲
法
が
改
悪
さ

れ
る
こ
と
へ
の
危
機
感
を
持

ち
、
ま
た
安
保
法
や
原
発
、

そ
し
て
沖
縄
の
米
軍
基
地
建

設
な
ど
に
反
対
の
声
を
上
げ

沿
線
住
民
が
リ
ニ
ア
計
画
中
止
を
求
め
提
訴

院
内
集
会
に
参
加

る
５
万
人
も
の
市
民
や
学

生
、
労
働
者
・
労
働
組
合
が

結
集
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
、
こ
の
集

会
に
Ｊ
Ｒ
総
連
に
結
集
す
る

仲
間
と
共
に
積
極
的
に
参
加

し
、
有
明
か
ら
お
台
場
に
向

う
街
頭
パ
レ
ー
ド
で
は
、
憲

法
を
守
り
平
和
を
守
る
こ
と

の
尊
さ
を
力
強
く
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

1日 只見町視察
2日 参議院本会議

参議院災害災害対策特別委員会
3日 水戸地区憲法のつどい
4日 矢本仮設住宅春祭り
7日 熊本地震被災地視察
8日 熊本地震被災地視察
9日 ＪＲ東労組 全支部青年部長会

10日 参議院財政金融委員会
参議院国交委員会
ＪＲ東労組八王子地本 新入組合員歓迎会

11日 参議院本会議
国立駅前街宣
鉄道総研労組との勉強会

12日 参議院国交委員会
災害対策本部会議
連合栃木議員懇総会

13日 参議院本会議
14日 ＪＲ総連青森県協集会
16日 宇都宮駅前街宣

たのべたかお後援会事務所開き
17日 民主党災害対策部門会議

本会議
18日 国立駅目街宣

参議院本会議
災害対策特別委員会
参議院国の統治機構調査会

20日 参議院本会議
連合組織内議員懇談会
大谷洋子豊島区議の集い

21日 北海道労組ＯＢ会総会
22日 九州ＯＢ会
23日 ＪＲ東労組大宮地本青年部サッカー大会

参議院厚生労働委員会
民進党栃木県連幹事会

24日 参議院国土交通委員会
川口市自主夜間中学・視察

25日 参議院本会議
参議院災害対策特別委員会
ＪＲ東労組本部女性フォーラム アンケート報告集会

26日 参議院国土交通委員会
参議院内閣委員会
ＪＲ貨物労連青年部との意見交換会
ＪＲ東労組成田空港駅分会との意見交換

27日 参議院本会議
ＪＲ東日本テクノハート労組 婦人部役員会
ＪＲ東労組東京地本全役員会議

28日 山形９条連 平和集会
29日 ＪＲ東労組新潟地本総決起集会
30日 ２大政党を実現する会

ＪＲ東労組東京総合病院分会職場集会
31日 参議院国土交通委員会

ＪＲ東労組東京総合病院分会職場集会

たしろかおる議員行動記録（５月）

5.3憲法集会に参加


